
 

 

山口県における近年（令和２～７年）のチョウ目害虫の 
薬剤感受性について 

環 境 技 術 研 究 室  ○ 東 浦 祥 光 ・ 河 村 俊 和  
背  景  
 近 年 、山 口 県 で は 秋 期 の 露 地 野 菜 類 で ハ ス モ ン ヨ ト ウ 、シ ロ イ チ モ ジ
ヨ ト ウ 等 の 発 生 が 多 く 、ト マ ト で は 侵 入 種 の ト マ ト キ バ ガ の 被 害 が 認 め
ら れ る よ う に な る な ど 、チ ョ ウ 目 害 虫 の 被 害 増 加 が 問 題 と な っ て  い る 。
ま た 、従 来 チ ョ ウ 目 害 虫 に 対 す る 主 要 な 防 除 剤 と し て 使 用 さ れ て き た ジ
ア ミ ド 系 薬 剤 に 対 す る 感 受 性 低 下 の 事 例 が 各 地 で 報 告 さ れ る よ う に な
っ て い る 。  
 
目  的  
 ハ ス モ ン ヨ ト ウ 、シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ 、コ ナ ガ 、ト マ ト キ バ ガ の 県 内
個 体 群 を 用 い て 薬 剤 感 受 性 検 定 を 実 施 し 、 今 後 の 防 除 指 導 に 資 す る 。  
 
具 体 的 な 成 果  
 県 内 各 地 の ダ イ ズ 、キ ャ ベ ツ ほ 場 か ら 採 取 し た ハ ス モ ン ヨ ト ウ 、キ ャ
ベ ツ ほ 場 か ら 採 取 し た シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ 、 コ ナ ガ の 個 体 群 を 飼 育 し 、
食 餌 浸 漬 法 に よ り 感 受 性 検 定 を 実 施 し た 。ま た 、ト マ ト キ バ ガ に つ い て
は 発 生 ほ 場 か ら 採 取 し た 幼 虫 を 用 い て 実 施 し た 。  
 
１  ハ ス モ ン ヨ ト ウ （ 令 和 ２ ～ ７ 年 実 施 ）  

イ ソ オ キ サ ゾ リ ン 系 (IRAC:30)な ど 安 定 的 に 高 い 効 果 を 示 す 剤 が
あ る 一 方 、多 く の 剤 で 効 果 の 低 下 が 確 認 さ れ て い る 。特 に チ ョ ウ 目 害
虫 へ の 卓 効 が 期 待 さ れ る ジ ア ミ ド 系 薬 剤 (IRAC:28)で は 、 初 期 に 開 発
さ れ た フ ェ ニ ッ ク ス 剤 、プ レ バ ソ ン 剤 等 で 効 果 の 低 下 傾 向 が 認 め ら れ
る た め 、 注 意 が 必 要 で あ る （ 表 １ ）。  

 
２  シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ （ 令 和 ５ ～ ７ 年 実 施 ）  

イ ソ オ キ サ ゾ リ ン 系 な ど 一 部 の 剤 を 除 き 、 安 定 的 な 効 果 を 示 す 剤
が 無 い （ 表 ２ ）。 本 種 へ の 適 用 が あ っ て も 効 果 が 低 下 し て い る 剤 が ハ
ス モ ン ヨ ト ウ 以 上 に 多 い 可 能 性 が あ る 。  

 
３  コ ナ ガ （ 令 和 ４ 年 実 施 ）  

即 効 的・遅 効 的 な 高 い 効 果 の 剤 が あ る 一 方 で 、ジ ア ミ ド 系 薬 剤 の 効
果 が 低 下 傾 向 で あ る (図 １ )。  

 
４  ト マ ト キ バ ガ （ 令 和 ６ 年 実 施 ）  

 虫 体 浸 漬 法 と 食 餌 浸 漬 法 の 組 み 合 わ せ に よ る 感 受 性 検 定 の 結 果 、効
果 が 確 認 さ れ た 。た だ し 、生 残 虫 の 出 る 剤 で は 防 除 効 果 を 確 認 し な が
ら 防 除 体 系 を 組 み 立 て る 必 要 性 が あ る （ 図 ２ ）。  

 
５  チ ョ ウ 目 害 虫 防 除 の 考 え 方  

ハ ス モ ン ヨ ト ウ や シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ 、コ ナ ガ に お い て は 、複 数 の
薬 剤 で 感 受 性 の 低 下 が 確 認 さ れ て お り 、特 に 中 齢 か ら 老 齢 幼 虫 は 薬 剤
の 効 果 が 低 下 す る の で 、若 齢 幼 虫 期 の 防 除 を 徹 底 す る 。種 や 検 定 年 に
よ っ て は 効 果 が 低 い 事 例 が 確 認 さ れ て い る 薬 剤 も あ る た め 、薬 剤 散 布
後 は 効 果 を 確 認 し 、 被 害 の 拡 大 が 認 め ら れ る 場 合 に は IRAC コ ー ド を
考 慮 し 、 別 系 統 の 薬 剤 で 追 加 防 除 を 実 施 す る 。  

ま た 、施 設 栽 培 に お け る 防 虫 ネ ッ ト の 活 用 や 、ほ 場 の 注 意 深 い 観 察
に 基 づ く 卵 塊 や 若 齢 幼 虫 が 集 中 し た 茎 葉 や 花 蕾 の 除 去 な ど 、多 発 を 避
け る た め の 手 段 も 重 要 で あ る 。  

 
 



 

 

表 1 令 和 ２ ～ ７ 年 の ハ ス モ ン ヨ ト ウ 薬 剤 感 受 性 検 定 の 結 果  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 数 値 は 補 正 死 虫 率 。 80%未 満 を 青 色 で 示 す ）  
 
表 ２  令 和 ５ 年 ～ ７ 年 の シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ 薬 剤 感 受 性 検 定 の 結 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 数 値 は 処 理 ７ 日 後 の 補 正 死 虫 率 。 80%未 満 を 青 色 で 示 す ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １  コ ナ ガ の 薬 剤 感 受 性 検 定  

(令 和 ４ 年  山 口 市 キ ャ ベ ツ ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２  ト マ ト キ バ ガ の 薬 剤 感 受 性 検 定  

（ 令 和 ６ 年  萩 市 ト マ ト ）  
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